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国を１.２ポイント上回っている。

　そこで全国と熊本県内５５歳以上の年代別人口の

推移をみたのが図表２（全国）及び３（熊本県）

である。

（１）シニア世代の人口動向

　まず直近（２０１４年）の全国の年代別人口構成を

図表１でみると、全国では第二次ベビーブーム

世代（１９７１～７４年生まれ）を含む４０～４４歳が７.７％

で最も多い。次いで６５～６９歳（７.２％）、６０～６４歳

（７.１％）が多く、１９４７～４９年生まれの団塊世代が

そのボリュームの中心となっており、本レポート

でシニア世代ととらえる５５歳～７９歳は３１.５％を占

める。

　これに対して熊本県内の人口構成は、６０～６４歳

が７.７％で最も多く、次いで６５～６９歳が７.０％、５５～

５９歳が６.８％で続いている。全国に比べると団塊

の世代が占める割合がやや低い一方で、その前後

の世代がほぼ同様のボリュームであることが分か

る。団塊世代が全国の構成比よりも低いのは、若

いころに県外へ転出した影響であろう。県内のシ

ニア世代（５５～７９歳）は全体の３２.７％を占め、全
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～サービス消費を中心に～

はじめに
　６５歳を迎えると「高齢者」として位置付けられ、様々な場面で６４歳以下と異なる年代に達したと意識させら

れるが、当人たちにしてみれば自分はまだまだ元気で若く、やりたいこともいろいろある、弱く支えられるイ

メージの高齢者ではない、という認識であろう。１９４７～４９年生まれの団塊の世代が６５歳を迎えたことで、本人

たち自身がこれまでの高齢者とは異なる、と発信することも増えているようだ。実年齢と本人が捉える年齢

との差、消費の多様さや活発さなどが指摘されており、本レポートでは６０代を中心とする前後の世代をひろ

くシニア世代ととらえ、この世代の消費動向について最近の特徴と今後の動向について考察する。
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図表１　年代別人口構成比（２０１４年１０月現在　全国、熊本県）
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図表２　５５歳以上人口の推移（全国）
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図表３　５５歳以上人口の推移（熊本県）

1．人口の３割を占めるシニア世代
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単独世帯の割合は６０～６４歳世帯をボトムに世帯主

の年齢が上がるにつれて多くなっている。全国の

６５～６９歳は単独世帯と夫婦のみの世帯を合わせる

と６割近くまでになり、子供と同居していない世

帯が多数派となっている。県内も同様に５割を超

え、多数派である。なお、２０１０年の調査時点では

６０～６４歳の世帯数が最も多いが、現在は図表２、

３でもみたように団塊の世代を中心に６５～６９歳の

世帯数が多いものと思われる。

　全国では、２００５年には団塊の世代にあたる５５～

５９歳が１,０２６万人で最も多く、時間の経過とともに

２０１０年には６０～６４歳、２０２０年には７０～７４歳の人口

が最も多い見込みで、団塊の世代の人口が依然と

して大きな存在感を示している。しかしその人数

は徐々に減少しており、２０２５年には第二次べビー

ブーム世代である５５～５９歳が団塊世代を上回る見

込みである。

　一方、熊本県内をみると、２００５年には団塊の世

代にあたる５５～５９歳が１４万人で最も多いが、２０１４

年には図表１でみたように６０～６４歳が最も多い。

２０１５年の国勢調査結果はまだ公表されていないが、

２０１３年の将来推計によれば６５～６９歳（１３万５千人）

と、６０～６４歳（１３万３千人）との差はあまりない。

２０２０年、２０２５年とこの傾向は続くが、２０２５年には

７０～７４歳と８５歳以上とが１２万２千人で最も多くな

る見込みである。

　このように、世代別人口をみると県内では全国

に比べると団塊世代のウエイトはやや低く、むし

ろ団塊のすぐ下の世代のウエイトが高いのがわか

る。したがって、定年を迎えつつある６０代の消費

の影響は長く続くと思われる。また、シニア世代

の比率は１０年後の２０２５年には全国（３２.５％）、熊本

県（３３.５％）ともに現在よりやや増える見込みで

ある。

（２）シニア世代の世帯構成

　次に消費の基本的な単位となる世帯の構成につ

いて２０１０年の国勢調査からみたのが図表４、５で

ある。全国、熊本県とも、夫婦のみの世帯の割合

は５５～５９歳の１割台に対して６５～６９歳は３割を超

えている。５５歳から６５歳までの間に一気に高まり、

子供たちが親元を離れ夫婦２人の世帯に戻るとい

う、世帯構成の大きな変化が見て取れる。また、

（１）就業状況

　６０代では前述したように世帯構成の変化だけで

なく、退職や年金受給など家計面でも変化が訪れ

る。たとえば老齢基礎年金の受給開始年齢は１９４７

年４月２日以降生まれから６５歳、老齢厚生年金の

報酬比例部分の支給開始年齢も１９５５年４月２日以

降生まれからは６２歳に引き上げられ、その後段階

的引き上げによって１９６１年４月２日以降生まれは

６５歳支給開始となる（女性は５年遅れ）。また年

金受給開始年齢までは働き続けられる環境を整え

るため、改正高年齢者雇用安定法が制定され、事

業者には希望する者の継続雇用制度導入が義務付

2．シニア世代の消費支出

図表４　世帯主の年齢別世帯類型（２０１０年　全国）
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図表５　世帯主の年齢別世帯類型（２０１０年　熊本県）
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るが、１か月の支出額と世帯数から年代別世帯の

年間消費支出総額を算出した。年間消費支出額総

額の年代別構成比は６０代、７０代以上、６０代以上の

単身世帯を合計すると３９.６％となり、単身世帯を

含む６０代以上の世帯が家計支出の４割近くを占め

るのが分かる（図表７の網掛け部分）。現在の６０代

けられている。

　そこでまず男性（全国）の就業率を２０１４年の労

働力調査でみると、６０～６４歳は７割強、６５～６９歳

はほぼ半数が何らかの仕事をしている（図表６）。

いずれも２０１０年調査に比べ３.７ポイント上昇して

おり、仕事から完全に退く年齢は徐々に延びてい

る。また、６５歳以上の男女を合わせた就業者６８１

万人のうち役員を除く雇用者は３２０万人、そのう

ちの７３.１％は非正規雇用であることから、働く時

間を減らしながらも収入源を持っていることがう

かがえる。

　熊本県のデータは労働力調査では得られないた

め２０１０年の国勢調査でみると、全国に比べ男性の

就業率はやや低く、女性の就業率は逆に高い。

２０１０年以降、全国と同様に県内も伸びているとす

れば、６０～６４歳では男性の７割、女性の５割近く

が、また６５～６９歳では男性の５割近く、女性の３

割以上が就業し、何らかの仕事をしていると推測

される。今後年金支給開始年齢の引き上げに伴っ

てシニア世代の就業状態がどう変化していくか、

注視する必要があろう。

（２）消費支出規模と支出が多い項目

　次にシニア世代の支出総額と内訳を、家計調査

の２人以上世帯と単身世帯それぞれについてみた

のが図表７、８である。なお、単身世帯の年齢区

分は家計調査によったため、１０歳区分ではない。

　世帯の年代別にみた１か月の消費支出額は２人

以上世帯の５０代と４０代が多く、６０代は２９万６千円、

７０代以上は年代別では最も少ない。また単身世帯

の６０代以上は１５万１千円と他の単身世帯や２人以

上世帯に比べると少ないのが分かる。６０代以上は

収入減や教育費の負担終了などに伴って家計支出

額が減少していると思われる。一方、年代別に世

帯数をみると６０代以上の世帯が多い。

　そこで、調査年が異なる点に留意する必要があ
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平均支出額に対する比率１か月平
均支出額
(円)

用途分類
７０代～６０代５０代

１.２３１.２５０.９８６,２５０魚介類
１.２２１.２７０.９８３,６７７　生鮮魚介
１.２８１.２４０.９５１,１０５　塩干魚介
１.２１１.２２１.０３１,０３７　他の野菜・海藻加工品
１.３２１.２４０.９４２,６３９果物
１.３４１.２４０.９２２,４４０　生鮮果物
０.９２１.２１１.１７３,１８９酒類
１.３６１.３０１.０６９,１２２設備修繕・維持
１.３４１.１３１.０６２,８０５　設備材料
１.３７１.３８１.０６６,３１７　工事その他のサービス
１.２６１.２５１.０５１,７６９他の光熱

家庭用耐久財
１.１８１.２００.９７１,１６２　冷暖房用器具
１.２６１.２１０.９６２,３１９医薬品
１.５８１.１８０.９２１,１８０健康保持用摂取品
１.１６１.２４０.９１７,１１６保健医療サービス

教養娯楽サービス
１.０７１.４６０.９５４,０９５　パック旅行費

諸雑費
０.８９１.２１１.０４１３,７５６　他の諸雑費
１.１９１.３１１.００２２,３３５交際費
１.２９１.４３０.８８６,１７９　食料
０.９１１.６７１.０５１,６０１　教養娯楽
１.４４１.３２０.８８１０,０３２　贈与金

図表８　６０代以上世帯の支出が多い項目（２人以上世帯）
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年間消費支出総額世帯数１か月消
費支出額

構成比（十億円）（千）（千円）

２.４３,７５２１,２８４２４３～２０代

２人
以上
世帯

１１.０１７,０００５,２２４２７１３０代
１５.６２４,１５３６,２３２３２３４０代
１８.０２７,７７４６,６８５３４６５０代
１８.３２８,２５２７,９５５２９６６０代
１４.２２１,９７９７,５９２２４１７０代～
６.２９,５５８４,８０７１６６～３４歳

単身
世帯

７.３１１,２４１５,１５３１８２３５～５９歳
７.１１１,００９６,０８５１５１６０代～

１００.０１５４,７１８５１,０１７－計（年齢不詳を除く）

図表７　年代別世帯消費支出額

６５～６９歳６０～６４歳５５～５９歳

女性男性女性男性女性男性

３０.５５０.５４７.６７４.３６６.３９０.０２０１４年
全　国

２６.９４６.８４４.２７０.６６１.２８８.０２０１０年
２９.１４４.４４７.２６７.３６４.６８３.２２０１０年熊本県

図表６　年代別就業率
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るのが表れている。さらに、交際費や冠婚葬祭関

連（「他の諸雑費」）の比率も高く、知人や家族間

の付き合いやコミュニケーションに関連した支出

と思われる。

　この中でも特に目を引くのが、６０代の「パック

旅行費」（１.４６）と６０代、７０代の「贈与金」（１.３２、

１.４４）である。パック旅行は定年後の旅行や女性

同士の旅行などで利用されていると思われ、交通

機関と宿泊先をセットで手配できる手軽さやコス

トパフォーマンスの良さ、さらに多様なコース設

定などが魅力なのであろう。また「贈与金」には

香典や見舞金、謝礼金、祝儀、結納金などが含ま

れ、世代的に多くなると思われる香典などに加え、

子や孫へのちょっとした小遣いなども含まれるも

のと思われる。

の世帯数は２０１０年に比べさらに増えていると思わ

れ、消費に占めるウエイトが大きいのは明らかで

ある。

　では、何にどれくらい支出しているのであろう

か？　実際の消費の場面では、時間に余裕がある

この世代が、旅行や趣味などの自分の楽しみにお

金と時間をかけているのをよく目にする。そこで

同じく家計調査から、２人以上の世帯のうち５０代

以上の世帯について、各項目別支出額の２人以上

世帯平均支出額に対する比率が１.２以上のもの（支

出額が１,０００円以上）を抽出した（図表８）。

　食品では魚と果物を好み、高齢化に伴う家のリ

フォームや冷暖房機の買い替え、医療費や健康食

品への支出が高いのがわかる。食と健康に関する

関心の高さがうかがえ、旅行にもよく出かけてい

（１）旅行

　このように家計調査からシニア世代で支出が高

い項目をみてきたが、ここでは具体的な事例から

シニア世代の心をとらえた商品やサービスを県内

も含めてみていこう。

　まず旅行市場では、大手のクラブツーリズムが

シニア世代に強いことはよく知られている。同社

では単に観光するだけでなく、特別拝観なども組

み込んだ「神社仏閣めぐり」「花めぐり」「写真撮

影」「おひとり参加限定」「バリアフリー」など、

目的を明確にしたツアーを次々と商品化している。

同じ興味・関心を持つ人が参加するので“１人で

参加しても同行者との話が弾んで楽しめる”と

リピーターが多い。しかもツアーとは別にカル

チャー講座を開催し、ツアーへと誘うきっかけや

参加者同士の仲間作りにもつながっている。旅行

と趣味とがリンクするとさらに楽しみが増し、関

連消費が増えると推測される。また、同社は顧客

の中からツアー添乗員や会報誌配送業務をサポー

トするスタッフを募集・採用しており、「健康の

ため」と配達を始めたスタッフが配達先の会員と

話がはずむことも珍しくないようである。顧客が

自社の事業に参画することで顧客とのつながりだ

けでなく、顧客同士をつなげる効果も生み出して

いる。

　県内でも、バスツアーに参加するシニア世代が

増えており、利用者の７割程度を占める会社もあ

る。やはりボリュームの中心は６０代で、７０代の利

用も比較的多く、女性同士や夫婦での参加が多い

ようである。ツアーに参加する動機には、目的地

まで連れて行ってくれる、長距離を自分で運転す

るのにはおっくうだ・不安だ、といったこともあ

るようだ。最近は地元の食材を使ったおいしい食

事や観光地巡りといった定番に加え、季節ごとの

イベントや昔懐かしい風景や田園風景も人気が出

始めているそうだ。

　こうした旅行の募集は会報誌や新聞、チラシ、

雑誌などの印刷媒体のほか、ネットでの募集も多

い。シニア世代はどちらかと言えばネットでの申

し込みはまだ少ないようであるが、今後ネットの

利用はさらに増えると思われる。

（２）健康維持のための運動・スポーツ

　健康を意識するシニア女性を対象に店舗を拡

大しているのが、女性専用フィットネスクラブ

カーブスである。「女性だけ」「３０分」「かんたん体

操」と言う手軽さで無理なく継続できる環境を整

え、立地もスーパーの近くなど買い物ついでに気

3．シニア世代の消費
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拡大にもつながっていくというわけである。

　健康寿命（日常生活に制限のない期間）を伸ば

すことは、今後個人にとっても自治体にとっても

重要な関心事である。国や自治体は運動による健

康増進策も進めており、シニア世代が参加する機

会は増えそうである。

（３）「やりたかったこと」

　おやじバンドやバイクに再び乗り始めたリター

ンライダーなど、時間に余裕ができると“若いこ

ろやっていた”“憧れだった”ことを再び始めるシ

ニアは多い。また、その憧れを実現するための各

種講座が行政・民間機関によって開設されており、

自主的なグループ活動も含めると相当な数に上る

と思われる。

　その中で、ヤマハは子供向けから成人・シニア

向けまで、長年にわたって音楽教室を開いており、

楽器を演奏したいシニアも参加している。東京や

大阪など大都市では少子化の影響で子供向け教室

から、都心部での大人向け教室に力を入れている。

　県内で音楽教室を展開する大谷楽器は、「ヤマ

ハ大人の音楽レッスン」や自社プログラムによる

大人向け教室を展開しており、熊本市内中心部の

教室では高校生を含む大人の生徒数が、子供の生

徒数を上回っている。最近は５０代、６０代の男性の

参加が増えており、時間に余裕ができたシニアの

参加は今後も増えると思われる。レッスンは５、

６人のグループレッスンで、難しいところをみん

なで練習するので上達の励みにもなり、年齢が異

なる友人もできると好評である。レッスンに参加

する目的も“あの曲が弾きたい・演奏したい”と

明確なので、弾けるようになると達成感が味わえ、

さらに継続の意欲が高まる。

　初心者でも参加しやすいよう、無料体験や楽器

のレンタルなども用意されている。しかし、上達

すると“もっといい楽器”で演奏したいと思うの

は当然で、より上級者向けの楽器の購入へとつな

がっていく。こうしたことは楽器演奏に限らずど

の分野でも同じであろう。趣味や好きなことへの

支出は緩みがちになる。

　最近はユーチューブで自分と同年代の人が演奏

楽に立ち寄れるようなところが多い。同社の会員

は５０代が２５％、６０代が３８％、７０代が２２％と５０代以

上が８割を超える（図表９）。会員募集のチラシ

は一目でシニア女性向けだとわかるイラストで、

他のスポーツ施設やフィットネス施設に比べター

ゲットが明確である。２００６年にＦＣ展開を開始し、

１０年足らずの間に全国に１,６０２店、会員数７１万１千

人と伸びている（２０１５年８月末）。

　県内でも２０１５年１２月現在２２店が展開しており、

当研究所が２００７年度にフィットネス産業について

調査した当時の６店から大きく伸びている。８０代

の女性も楽しく通い、会員の４割が７０代以上とい

う店舗もある。女性は男性より平均寿命が長く、

運動は苦手だが寝たきりになりたくない、手軽に

したいという要望にあっているのであろう。

　また、県内のフィットネスクラブではロコモ

ティブシンドローム（運動器症候群）予防のプロ

グラムを取り入れ始めており、シニア世代には

“あまり激しくなく、ちょうどいい”と好評のよう

である。

　定期的な運動を続けると、体重が減る、体調が

よくなる、疲れにくくなるなどの効果が現れる。

特に女性は痩せてスタイルがよくなると、気持ち

が明るく前向きになり、服やバッグなど身の回り

品の購入や仲間と一緒に出掛けることが増え、外

食や旅行などの行動も増えるといった変化がみら

れるようになるという。運動を通じて心身が元気

になると、医療・介護費が減るだけでなく、消費

図表９　カーブス会員の年齢構成
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言われるのと同様だと思われる。

　「友人・仲間」は共通の関心事・趣味を一緒に

楽しんだり、上達するようお互いにアドバイスし

合える関係である。家族や仕事とは異なる新しい

人間関係が増え、一緒に行動する相手が増える。

　それは「居場所」に通じる。退職後の男性が毎

日家にじっとしていると妻もいい顔をしないだろ

う。一緒に行動する友人・仲間が増えれば、外出

する機会も増える。仕事をしているときは、考え

なくて済んだことであるが、「今日、行くところ」

と「今日の用事」はシニア世代にとって、健康で

元気に暮らすためには大事なことであろう。最近

熊本市内にも相次いで開店している喫茶店は、珈

琲にこだわるだけでなく来店客がゆっくり時間を

過ごせるよう、新聞や雑誌も充実しており、モー

ニングサービスをゆっくりとれるとシニア層にも

人気である。消費関連に限らず、やることがあれ

ば「居場所」に通じる。地域活動なども「居場所」

を提供できそうである。

しているのをみて、“自分もやってみたい”という

人も多いようで、“聴く”よりも“演奏する”ほう

が人気だという。地域のイベントなどで演奏した

り、動画を投稿するなど、発表する機会は増えて

おり、もっと上手になりたいというモチベーショ

ンにもつながるであろう。

（４）「達成感」「友人・仲間」「居場所」

　こうした事例からシニア世代がもっと参加した

い、続けたい、と感じるためのキーワードとして

「達成感」「友人・仲間」「居場所」の３つが浮かび

上がる。

　「達成感」は「満足感」とも言える。サービス商

品の場合、事前に期待した効果が得られなければ

対価を払って続けようとはしない。したがって、

動機に見合った成果が得られるよう、タイミング

に応じて達成感や感動を感じられるようなアドバ

イスなりプログラムが必要であろう。目的を達成

するには小さな目標を達成して自信をつける、と

　本稿では６０代を中心に健康、時間、家族形態、

家計等が変化し始める５０代後半から、見た目にも

若く元気な人が多いと実感している７０代までをシ

ニア世代としてとらえた。そのサービス消費をみ

ると、旅行と健康・医療、趣味への支出が多いの

は予想どおりであった。また、贈与金が思いの外

多く、子供や孫への支出ではないかと思われた。

“今だからやれる”“今のうちにやっておきたい”

ことへの意識が高まっていると思われる。

　高齢者人口の増加に伴って、これまでにも「高

齢者」だけでなく「シルバー」「シニア」「アクティ

ブシニア」など、様々な呼び方が登場しているが、

どれも明確に定義・認知されているとは言い難い。

興味や関心事、経済状況も多様でひとくくりには

しにくく、現におしゃれで行動するのが大好きな

７０代女性の旺盛な消費欲が注目される時代である。

自分は実年齢よりも若い、シルバー、シニアとは

呼ばれたくない、という意識がいくつになっても、

どの年代でも強いからであろう。

　一方、高齢者の不安の３Ｋと言われるのは「健

康」「お金」そして「孤独」である。この３つの不

安解消につながるよう、官民を問わず様々なサー

ビスや商品が提供されており、効果を感じるシニ

ア世代が多ければサービスや商品は継続して利用

されるだろう。気持ちが前向きになり、健康寿命

も伸びると期待される。

　今後、年金支給開始年齢が６５歳へと延びるため、

何かしら仕事をする６０代は増えると予想される。

収入はやや減るが年金だけよりは多い、時間的な

ゆとりは増えた、という世帯が多くなるであろう。

シニア世代の経済環境は差が大きいと以前から指

摘されており、好きなことへのお金のかけ方も多

様であるが、人口・世帯数の多さからその動向は

今後もしばらくは関心を集めると思われる。

おわりに


	002
	003
	004
	005
	006
	007

